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リテラシーレベル認定を受けた
3⼤学における取り組み紹介

神奈川⻭科⼤学

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム
2024年度 関東ブロック第6回ワークショップ

「認定制度(リテラシーレベル)の申請に向けて
〜認定を受けた⼤学の経験談〜(第3弾) 

2024年12⽉17⽇

⾃⼰紹介︓研究テーマ
•AR/VRの医療応⽤
–⼿術⽀援・教育⽀援
–疼痛軽減・リハビリ
–空間再現・触覚技術の活⽤

•AI画像処理の医療応⽤
–機械学習による⾃動判別
•診断⽀援・個⼈識別



協⼒︓横浜市⽴⼤学附属病院・神奈川⻭科⼤学附属病院

DICOM立体視ビューワー DSRView 開発：板宮朋基

空間再現ディスプレイ⽤DICOM 3Dビューワー



空間再現ディスプレイ⽤DICOM 3Dビューワー
DSR Viewの新機能 複数台連動表⽰

27インチ型を2台縦に並べて連動表⽰→実物⼤表⽰が可能

空間再現ディスプレイ⽤3Dモデルビューワー
SR Viewの新機能 複数台連動表⽰

ゲームコントローラーによる操作、ジェスチャー操作が可能



空間再現ディスプレイ・裸眼⽴体視タブレット・
VRゴーグルを⽤いた解剖学教育（⻭学部２年⽣）

協⼒︓神奈川⻭科⼤学⻭学部解剖学講座 神奈川⻭科⼤学研究倫理審査委員会許可 第921番

実習室内限定3D映像同時配信システム

https://www.kdu.ac.jp/dental/news/news_news/post_26.html



27インチ⼤型裸眼⽴体視ディスプレイを⽤いた
⼿技⽴体動画の⻭学部実習での活⽤

• 2023/2024年度に神奈川⻭科⼤学にて⾏われた「⼝腔外科学」実習にて活⽤。
• 本学⻭学部4年⽣全員が本システムを⽤いた。
• 切開・縫合、⻭科⿇酔、抜⻭、⼿洗い、器具説明の⽴体映像を閲覧した。
• 学⽣は閲覧後または閲覧しながら各⼿技の実習を⾏った。
• 5名の⻭科医師による評価の結果、教育や研修における本システムの有⽤性が⽰唆された。

https://www.kdu.ac.jp/dental/curriculum/feature/



数理・データサイエンス・AI教育プログラム
構成科⽬︓⻭学部１年⽣（120名）対象

全て1コマ90分、対⾯実施、録画・オンデマンド配信あり

• 数理・データサイエンス・AI︓１２コマ
– 基礎数理、データサイエンス教育

• 情報リテラシー︓６コマ
– データサイエンス教育・演習

• ⻭学のための数学・物理︓１２コマ
– 基礎数理、データサイエンス教育

本学⻭学部１年⽣の特徴
• ⼀般⼊試の数学は選択制

– 数学の試験を経ずに⼊学する学⽣もあり
– ⼊試問題範囲は数Ⅰ、数Ⅱのみ。

• ⾼校物理を未履修・苦⼿な学⽣もあり
• 理数系科⽬のレベルの差がはげしい

– 医学部受験レベル〜中学校＋αレベル

• PCに慣れていない学⽣が年々増えている
– タブレットやスマートフォンは使える



本学の数理・データサイエンス・AI教育プロ
グラムの特徴

• 情報系出⾝の専任教員2名（教授と講師）が担当し、⽣成
AIなどの最新情報を反映
– 教授は前任校が⼯学部情報メディア学科

– 講師はIT企業でSE・プログラマーとしての実務経験が豊富

• 教員が⾏っている研究内容（医⻭学＋AI・VRなど）を
都度紹介し、学⽣の興味を惹く

• 理論と実践（PCによる演習）を組み合わせて⾝に着ける

https://www.kdu.ac.jp/dental/outline/edu-disclosure/staff-002.html



https://www.kdu.ac.jp/dental/outline/edu-disclosure/staff-002.html

「情報リテラシー」授業中の教室の様⼦



数理・データサイエンス・AI
第1回

⻭学部総合⻭学教育学講座
教育学分野
板宮朋基

itamiya@kdu.ac.jp

2024年10⽉31⽇ 2限

10/31 データサイエンスとAI、デジタルとアナログ
11/7 数と量 データの分布と代表値・相関係数
11/14 確率 順列・組合せ・確率
11/21 確率 確率分布・標準正規分布
11/28 統計 ⼀般正規分布・標本平均の分布
12/5 統計・データ分析 中⼼極限定理 確率分布・検定

板宮担当回のスケジュール（毎週⽊曜⽇の２・３限）



デジタルと歯科

19

デジタルと歯科

20DICOM立体視ビューワー DSRView 開発：板宮朋基



デジタル歯科（口腔内スキャナー）

21http://www1.kdu.ac.jp/hospital/department/dental/dental_care/dental_care_003.html

デジタル歯科（シミュレーション）

https://www.facebook.com/profile.php?id=100008406674898



デジタルの臨床応用（診断支援）
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画像処理と深層学習の
組み合わせで診断支援

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2008/25/news029.html

デジタルの臨床応用（診断支援）

24

・画像処理と深層学習の
組み合わせで診断支援
・埋伏歯、完全な歯冠、
残存根、歯の欠損、虫歯を
診断
・ 3～10年の経験を持つ
歯科医と同等かそれ以上

https://bmcoralhealth.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12903-023-03027-6



中野 亜希⼈
神奈川⻭科⼤学 ⻭学部 総合⻭学教育学講座 教養教育学分野 講師

情報リテラシー
① インターネットと情報セキュリティ

授業スケジュール

2024年10⽉31⽇（⽊） インターネットと情報セキュリティ

2024年11⽉07⽇（⽊） 情報利⽤と情報倫理

2024年11⽉14⽇（⽊） Excelを⽤いた統計処理

2024年11⽉21⽇（⽊） Python⼊⾨

2024年11⽉28⽇（⽊） プログラムの基本処理

2024年12⽉5⽇（⽊） ⽣成AIと⼈間⼒

① ノートパソコン（WindowsもしくはMac）を持参してください。
× スマートフォン
× タブレット

② Microsoft Excelを購⼊し、インストールしておいてください。

https://www.microsoft.com/ja-jp/education/products/office

● 購⼊する場合
Microsoft アカウントの登録には、個⼈のメールアドレスを使⽤してください。
⼤学のメールアドレス（****@kdu.ac.jp）は使わないでください。

● 購⼊が難しい場合
Web版のExcelを使⽤します（無料版）。
以下のURLにアクセスし、⼤学メールアドレスを使ってアカウントを登録してください。



評点

① レポート課題（500字程度）

注意）レポートはMicrosoft Word等で作成し、PDFファイルにて提出すること。⼿書きのレポートは認めません。

② レポート課題（500字程度）
Pythonによるプログラムとその解説⽂をGoogle Collaboratory形式
にて提出すること。

③ レポート課題（500字程度）

本授業のアクティビティは、以下3回のレポートから評価します。

※ Googleアカウントを新規作成し、レポートにGoogleアカ
ウントのメールアドレスを書くこと。
例: inaoka.yokosuka@gmail.com

2024年10⽉31⽇（⽊） インターネットと情報セキュリティ

2024年11⽉07⽇（⽊） 情報利⽤と情報倫理

2024年11⽉14⽇（⽊） Excelを⽤いた統計処理

2024年11⽉21⽇（⽊） Python⼊⾨

2024年11⽉28⽇（⽊） プログラムの基本処理

2024年12⽉5⽇（⽊） ⽣成AIと⼈間⼒



⽣成AIアプリケーション Google Collaboratoryから⽣成AI（以下では、Google Gemini）に対してプロンプトを出すコードです。
⼤半は⽣成AIを使う準備のために必要なコードです。プログラムの基本処理を学んで下記のようなコードを
発展させれば、より複雑な⽣成AIアプリケーションを作れるようになります。

プロンプト

29

コンピュータへの指⽰書 ⽣成AIが普及する以前は、コンピュータに対してプログラミング⾔語を⽤いて、順次処理、条件処理、反復
処理などの基本処理を記述することで指⽰を⾏っていました。⽣成AIの登場により、コンピュータと⾃然⾔
語で会話するようにして指⽰を出すことができるようになりました。

⼈間 コンピュータ

機械⾔語で指⽰する
Ex. Python, C/C++, Ruby…

even_numbers = []
for i in range(10):
even_numbers.append(i * 2)

even_numbers

例）10個の偶数を⽣成する。

⽣成AIが普及する以前

⼈間 コンピュータ

⾃然⾔語で指⽰する
Ex. ⽇本語, 英語, 仏語…

例）10個の偶数を⽣成する。

10個の偶数を⽣成してください。

0, 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16, 18 です。

⽣成AIの登場によって…

30



ハルシネーション Copilotなどの⽣成AIアプリケーションが⾏っているのは「⼊⼒された⽂章の次の単語を確率的に予測する」
ことです。したがって、⾔語的な流れがスムーズであっても、内容的には不正確であることがあります。こ
うした振る舞いを「ハルシネーション（Hallucination）」といいます。

ハルシネーションの例）

正しくは「横須賀市」です。

がんばれ横須賀市！

正しくは、4,856,368,191

計算は苦⼿。電卓の代わりに使うのは⽌そう。

『AI時代の質問⼒ プロンプトリテラシー 「問い」と「指⽰」が⽣成AIの可能性を最⼤限に引き出す』 岡 瑞起 (著), 橋本 康弘 (著)31

プロンプトエンジニアリング
⽣成AIから良い結果を得るには、プロンプトを⼯夫する必要があります。良いプロンプトを構成するための
創意⼯夫をプロンプト・エンジニアリングといいます。

『AI時代の質問⼒ プロンプトリテラシー 「問い」と「指⽰」が⽣成AIの可能性を最⼤限に引き出す』 岡 瑞起 (著), 橋本 康弘 (著)32



ペルソナパターン プロンプトの中でCopilotにペルソナ（Persona: 仮想的な⼈物像）を与えます。例えば、「あなたは数学者
です」などと記述します。逆に「数学を全く知らない⼈を想定して〜」などと記述すれば、ユーザー側のペ
ルソナを指定できます。

『AI時代の質問⼒ プロンプトリテラシー 「問い」と「指⽰」が⽣成AIの可能性を最⼤限に引き出す』 岡 瑞起 (著), 橋本 康弘 (著)33

反転インタラクション
パターン

Copilot側から質問させることができます。例えば、プロンプトに「〇〇を達成するために、私に質問してく
ださい。必要な情報が得られるまで質問を続けてください。」などと記述します。

『AI時代の質問⼒ プロンプトリテラシー 「問い」と「指⽰」が⽣成AIの可能性を最⼤限に引き出す』 岡 瑞起 (著), 橋本 康弘 (著)34



ゼロショットCoT
パターン

「ステップバイステップで考えてください」や「⼀歩⼀歩問題を解いてみよう」などとプロンプトに追加す
ると、順序を追った回答が得られる。

『AI時代の質問⼒ プロンプトリテラシー 「問い」と「指⽰」が⽣成AIの可能性を最⼤限に引き出す』 岡 瑞起 (著), 橋本 康弘 (著)35

複数パターンの併⽤ 複数のパターンを組み合わせたプロンプトを作ることができます。例えば、ペルソナパターンとゼロショッ
トCoTパターンを組み合わせれば、「あなたは数学の先⽣です。 数学を全く知らない⼈を想定して、標準偏
差について、ステップバイステップで教えてください」というプロンプトができあがります。

あなたは数学の先⽣です。
数学を全く知らない⼈を想定して、
（ペルソナパターン）

ステップバイステップで、
（ゼロショットCotパターン）

標準偏差について教えてください。

回答

36



複数パターンの併⽤ 複数のパターンを組み合わせたプロンプトを作ることができます。下例では、ペルソナパターンと反転イン
タラクションパターンを使⽤して、勉強法について質問しています。

⾼校時代に⽣物を勉強していない⼈
を想定して、
（ペルソナパターン）

⽣物の期末試験に合格するためには
どのように勉強すればよいか、私に
質問してください。必要な情報が得
られるまで質問を続けてください。
（反転インタラクションパターン）

1. 全く分かりません。
2. 試験範囲に、遺伝が含まれています
3. 3時間から4時間ほど勉強に割くことができます。

回答

37

⽣成AI利⽤のまとめ

⽣成AIサービスでは、⼊⼒された個⼈情報が、⽣成AIの機械学習に利⽤されることがあり、他の情報と統計的に結びつ
いた上で、また、正確⼜は不正確な内容で、⽣成AIサービスから出⼒されるリスクがある。そのため、⽣成AIサービス
に個⼈情報を⼊⼒等する際には、このようなリスクを踏まえた上で適切に判断すること。

個⼈情報保護委員会による「⽣成AIサービスの利⽤に関する注意喚起等」: https://www.ppc.go.jp/files/pdf/230602_alert_generative_AI_service.pdf

個⼈情報を⼊⼒しない

Copilotなどの⽣成AIアプリケーション（以下、⽣成AI）が⾏っているのは「⼊⼒された⽂章の次の単語を確率的に予測
する」ことです。⽣成AI⾃体は物事を「理解」していません。⽣成AIは出⼒結果に対して無責任です。医療従事者は、
⽣成AIの結果を鵜呑みにせず、真偽を判断するように⼼がけましょう。

理解に基づかない⽣成

良い回答を得るには、良い質問が必要です。質問が曖昧だと、回答も曖昧になります。⽣成AIに限らず、⼈間に対して
も同様です。⽣成AIとの会話は、良い回答を得るためだけでなくて、良い質問をするための訓練になります。根気よく
使い続けるうちに、⾔語化能⼒が磨かれます。ぜひ、皆さんの学⽣⽣活の中で有効活⽤してください。

質問⼒

38



⽣成AI利⽤の今期の到達⽬標

• 質問⼒の重要性について理解する
– プロンプトエンジニアリング

• 「何ができるのか、何ができないのか、何が分からないの
か」を⾔語化できるようになろう

• 興味を持つ学⽣の掘り起こし→⾃⼰探究学（研究室配属）
のテーマに

本プログラムの課題
• 学⽣が興味を惹く内容と進⾏は功を奏している

• 理数系が苦⼿な学⽣の底上げは成功している

• 理数系が得意な学⽣には基礎数理パートは退屈かもしれない
– 上位者向け特別課題の検討

• PCを⽤いた演習（Pythonプログラミング、エクセル）は、学⽣同
⼠で教えあう体制にしたい
– TA/SAを配置できない

• ⽣成AIは⽇進⽉歩なため、利⽤ツールや課題内容の選定が難しい



申請に向けての経験談
• 2022年1⽉ 申請準備開始（既存講義の改組・シラバス修正）

• 2022年6⽉〜7⽉ プログラムを構成する授業の実施
– 数理・データサイエンス・AI

– 情報リテラシー

– ⻭学のための数学・物理

• 2022年12⽉ 申請書作成開始

• 2023年5⽉ 申請書提出

• 2023年8⽉ 認定

• 本学の教育企画部（学⻑直属）と共同で申請書を作成

• ⽇本医科⼤学様の申請書を当初参考にした

https://sites.google.com/nms.ac.jp/ai-edu/

• 1年⽣カリキュラム全⾯改訂のタイミング(2022年度)で、
既存の数理系科⽬を申請要件を満たした内容に改組

• データサイエンス担当教員を2022年4⽉に新規採⽤
– 演習系の内容を追加できた

申請に向けての経験談



• 既存の数理系科⽬を申請要件を満たした内容に改組
• ④現在進⾏中の社会変化（第４次産業⾰命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているも

のであり、それが⾃らの⽣活と密接に結びついている」の内容を含む授業科⽬

• ⑤「社会で活⽤されているデータ」や「データの活⽤領域」は⾮常に広範囲であって、⽇常⽣活や社会
の課題を解決する有⽤なツールになり得るもの」の内容を含む授業科⽬

• ⑥「様々なデータ利活⽤の現場におけるデータ利活⽤事例が⽰され、様々な適⽤領域（流通、製造、⾦
融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等）の知⾒と組み合わせることで価値を創出するもの」の
内容を含む授業科⽬

• ⑦「活⽤に当たっての様々な留意事項（ELSI、個⼈情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情
報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科⽬

• ⑧「実データ・実課題（学術データ等を含む）を⽤いた演習など、社会での実例を題材として、「デー
タを読む、説明する、扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活⽤法に関するもの」
の内容を含む授業科⽬

申請に際して苦労した点

• 先⾏している⼤学が公開している講義資料を活⽤
• ④現在進⾏中の社会変化（第４次産業⾰命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているも

のであり、それが⾃らの⽣活と密接に結びついている」の内容を含む授業科⽬

• ⑤「社会で活⽤されているデータ」や「データの活⽤領域」は⾮常に広範囲であって、⽇常⽣活や社会
の課題を解決する有⽤なツールになり得るもの」の内容を含む授業科⽬

• ⑥「様々なデータ利活⽤の現場におけるデータ利活⽤事例が⽰され、様々な適⽤領域（流通、製造、⾦
融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等）の知⾒と組み合わせることで価値を創出するもの」の
内容を含む授業科⽬

• ⑦「活⽤に当たっての様々な留意事項（ELSI、個⼈情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情
報セキュリティや情報漏洩等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科⽬

申請に際して苦労した点



• 担当教員が従来から実施している講義資料を活⽤
 ⑧「実データ・実課題（学術データ等を含む）を⽤いた演習など、社会での実例を題材

として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの
基本的な活⽤法に関するもの」の内容を含む授業科⽬

申請に際して苦労した点

• 本学ウェブサイトへの教育プログラム情報の掲載
– 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 事務局

よりご指⽰

– 先⾏している⼤学を参考
• 千葉⼤学

• 東京⼯業⼤学（当時）

– 2023年11⽉に掲載完了

申請後に苦労した点

https://www.kdu.ac.jp/dental/curriculum/feature/



• 本学ウェブサイトへの教育プログラム情報の掲載
申請後に苦労した点

https://www.kdu.ac.jp/dental/curriculum/feature/

1年⽣カリキュラム全⾯改訂の時期に合わせて認定申請を準備した

担当教員の増員が（運よく）⾏え、要件を満たす科⽬に改組できた

先⾏している⼤学が公開の申請書・講義資料は⼤変参考になった

ウェブサイトへの教育プログラム情報の掲載に労⼒がかかった

まとめ


